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九州経済国際化推進機構では、九州企業のフィリピンとのビジネス拡大を図ることにより、個別企業はもとより 

九州全体の「稼ぐ力」を高め、もって九州経済の活性化につなげることを使命としています。 
今回、九州から参加される事業者様にとって、フィリピンビジネスの課題解決やチャレンジのきっかけづくりと 

なりますよう、少しでもお役に立つことができれば幸いです。 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 
日  程：2019年7月 18日(木) 『九州フィリピン経済交流ミッション2019』行程 4日目 13:30～16:30 
場  所：ニューワールドマカティホテル内2階ボールルーム(マカティ市内)           
内  容：【第一部 全体セッション】※第一部全体セッションのみの参加可(その場合は申込は必要ありません) 

支援機関4社よりフィリピン進出を成功させるポイント(よくある相談)についてプレゼン 
【第二部 個別セッション】 
支援機関ごとに１テーブル配置し、各テーブルに九州企業が訪問する形式 
１コマ40分の相談を2回実施予定 

支援機関：4社 
住友商事株式会社(工業団地関係) 
株式会社みずほ銀行(金融事情他全般) 
西村あさひ法律事務所(法律関係) 
クッシュマン･アンド・ウェイクフィールド㈱ 
(不動産購入・テナント入居等不動産関係、市場調査・マーケットリサーチ等)  

 申込方法：相談会へのご参加を希望される場合は、 
・別紙３申込用紙に必要事項ご入力の上、日本旅行にＦＡＸ(092-451-0550)にてお申し込みください。 
･別紙４相談会申込用紙をwebからダウンロード、必要事項ご入力の上、事務局宛(九州経済産業局)に 
メール(kyushu-kicyouka2@meti.go.jp)にてお申込み下さい。 

※書式別紙３及び４は、九州経済国際化推進機構のHP（九経連HPからもリンク）から、ダウンロードで
きます。 

締  切：２０１9年5月２７日（月）まで 
 

    『現地支援機関との相談会 in フィリピン』 
参加者募集のご案内 

 

■成長性豊かなフィリピン経済 
○フィリピンは、1億人を超える人口を擁する消費市場であり、若年労働人口が豊富、周辺国に比べ賃金上 
 昇率が低く、高い英語力を有する人材が多い。 
〇2012年以降のGDP成長率は６％以上を堅持しており、2018年、フィリピン政府は、大規模なインフラ 
 整備計画に伴う支出が増えるなどとして、継続して高い成長を見込んでいるところ。今後さらなる外資の 
受入れ規制緩和や大幅な税制改革など、多方面の政策的取り組みの効果も期待される。 

人口：約1億98万人 
名目GDP：3,140億ドル 
九州からの輸出：741億円 
九州への輸入：1,175億円 
公用語：フィリピノ語、英語 

【フィリピンの魅力】 
・ASEAN第二の人口（市場性） 
・豊富な労働人口 
・国民の英語運用能力 
・日・比 EPAによるビジネス環境 

＜問い合わせ先＞ 
＜企画・内容について＞九州経済国際化推進機構事務局 
九州経済産業局 国際部国際企画調査課 兵頭、羽田野、木下 TEL：092-482-5428  Mail：kyushu-kicyouka2@meti.go.jp 
（一社）九州経済連合会 国際部 中林、岡 TEL：092-761-4261 Mail：to_nakabayashi@kyukeiren.or.jp 

＜旅行手配について＞ 
株式会社日本旅行九州法人支店 久保田、内藤、天野 TEL：092－451-0606  Mail：houjin_kaigai@nta.co.jp 

 

http://www.cushmanwakefield.jp/ja-jp

